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東海第二発電所 火災防護対象ケーブルの難燃化に対する適合性確認検査の 

実施時期及び検査対応について 

東海第二発電所の新規制基準適合性に係る審査において，主要な論点となった非難燃ケ

ーブルの難燃化への対応について，ケーブル敷設形態に応じた難燃化対応及び検査時期に

ついて整理した。 

１．非難燃ケーブルの難燃化対応 

東海第二発電所における非難燃ケーブルの新規制対応に伴う難燃化への対応について

は，ケーブルの敷設形態（電線管，ケーブルトレイ，コンクリートピット）に対応した方

法で実施する。 

原則，非難燃ケーブルは難燃ケーブルに取替を行うが，取替に伴い安全上の課題が生じ

る場合には，難燃ケーブルと同等以上の難燃性能を確保できる代替措置（ケーブルトレイ

への複合体施工，電線管のシール処理等）を施す。（詳細については，表 1を参照。） 

２．適合性確認検査の実施時期 

 東海第二発電所における非難燃ケーブルの敷設形態に応じた適合性確認検査の実施時

期については以下の通り。 

①全域電線管敷設ケーブル取替 ：2021 年 4 月開始の工事に合せて適宜実施 

②ケーブルトレイ内ケーブル取替 ：2021 年中旬開始の工事に合せて適宜実施 

③コンクリートピット内ケーブル取替 ：2022 年上旬開始の工事に合せて適宜実施 

④電線管内敷設済み難燃ケーブル ：2022 年上旬に適宜実施 

⑤ケーブルトレイ（複合体） ：2022 年上旬開始の工事に合せて適宜実施 

⑥電線管（シール処理） ：2022 年上旬開始の工事に合せて適宜実施 

以上 
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表1　東海第二発電所非難燃ケーブル敷設状況毎の新規制対応施工方法分類表
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